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甲
賀
通
元
に
よ
る
『
古
今
方
彙
」
は
、
『
衆
方
規
矩
」
と
並
ん

で
、
江
戸
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
処
方
集
で

あ
り
、
今
日
で
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
今
日
一
般
に
見
ら

れ
る
版
本
は
『
重
訂
古
今
方
彙
」
で
あ
り
、
延
享
二
年
（
一
七

四
五
）
に
初
版
、
そ
れ
以
後
、
延
享
四
年
、
安
永
九
年
二
七

八
○
）
、
文
化
五
年
二
八
○
八
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

に
重
版
さ
れ
た
。
本
書
は
著
名
な
処
方
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疑
問
点
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
原
「
古
今
方
彙
」
は
今

日
で
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
甲
賀
通
元
は
著
者
で
あ
る
の
か
、

重
訂
本
の
編
纂
者
で
あ
る
の
か
が
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
・

演
者
ら
は
本
書
を
検
討
す
る
過
程
で
、
重
訂
本
以
前
の
同
じ

系
統
の
版
本
一
冊
補
古
今
方
彙
」
を
見
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

「
古
今
方
彙
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
解
決
す
る
こ
と
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が
で
き
た
。
ま
た
、
す
で
に
検
討
し
た
『
衆
方
規
矩
」
と
の
若

干
の
比
較
も
で
き
た
の
で
報
告
す
る
。

『
冊
補
古
今
方
彙
」
は
重
訂
本
が
出
版
さ
れ
る
一
二
年
前
、
享

保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
に
、
望
月
三
英
の
序
、
お
よ
び
甲
賀

通
元
の
識
語
（
「
冊
補
古
今
方
彙
小
引
」
）
が
附
さ
れ
て
出
版
さ

れ
た
（
外
題
は
一
方
意
二
・
本
書
の
基
本
的
な
構
成
は
重
訂
本

と
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
処
方
数
が
や
や
少
な
い
こ
と
か
ら
、

本
書
は
重
訂
本
の
前
段
階
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

通
元
の
小
引
の
中
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
①
あ
る
人
が
『
古
今
方
彙
」
を
持
参
し
、
通
元
に

考
訂
、
添
補
を
要
請
し
た
。
②
通
元
は
本
書
が
自
分
の
主
義
に

合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
は
断
っ
た
が
、
断
り
き
れ
ず
引
き

受
け
た
。
③
考
訂
は
旧
版
に
し
た
が
い
、
僅
か
に
修
補
を
加
え

る
程
度
に
し
た
。
④
旧
版
は
出
典
文
献
名
に
間
違
い
が
多
く
み

ら
れ
、
訂
正
し
た
が
、
完
全
で
は
な
い
。
⑤
通
元
は
「
先
賢
求

本
の
治
験
、
及
び
、
諸
書
得
効
の
方
」
を
増
補
し
、
増
補
し
た

処
方
の
上
に
は
丸
を
つ
け
た
。

以
上
の
小
引
を
参
考
に
す
る
と
、
原
『
古
今
方
彙
」
は
甲
賀

通
元
が
著
し
た
も
の
で
は
な
く
、
通
元
は
す
で
に
出
版
さ
れ
て
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以
上
の
問
題
点
も
考
慮
し
な
が
ら
、
改
め
て
原
「
古
今
方
彙
」

収
載
処
方
の
出
典
を
再
検
討
し
た
。
「
万
病
回
春
」
由
来
の
処
方

い
た
「
古
今
方
彙
」
を
考
訂
・
添
補
し
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
重
訂
本
も
合
わ
せ
、
通
元
は
『
古
今
方
彙
」
を
二
度
、

改
訂
し
た
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
⑤
に
し
た
が
っ
て
冊
補
本
と
重
訂
本
に
み
ら
れ
る
処

方
を
整
理
す
る
と
、
原
『
古
今
方
彙
」
収
載
の
処
方
数
は
一
四

八
七
方
、
Ⅲ
補
本
で
は
一
八
二
○
方
、
重
訂
本
で
は
一
八
六
四

方
と
な
り
、
改
訂
ご
と
に
収
載
処
方
数
が
増
加
し
て
い
く
様
子

が
判
明
し
た
。

前
述
の
④
を
参
考
に
、
各
処
方
に
記
さ
れ
て
い
る
出
典
名
を

頼
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
方
の
条
文
に
当
っ
て
み
る
と
、
④
の

記
述
通
り
、
出
典
文
献
の
間
違
い
に
気
付
く
。
た
と
え
ば
、
中

風
門
、
烏
薬
順
気
散
は
「
局
」
と
あ
る
通
り
、
『
和
剤
局
方
』
の

処
方
で
は
あ
る
が
、
、
王
治
症
の
条
文
内
容
は
『
和
剤
局
方
」
に

一
致
せ
ず
、
『
万
病
回
春
」
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、

直
接
の
引
用
は
『
万
病
回
春
』
で
あ
り
、
「
和
剤
局
方
」
で
は
な

い
。
通
元
が
訂
正
で
き
な
か
っ
た
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す

るい
OC

が
六
○
四
例
で
最
も
多
く
（
出
典
名
で
は
四
八
四
）
、
全
処
方
数

一
五
五
九
例
の
四
割
近
く
で
あ
っ
た
。
各
病
門
の
中
で
、
初
め

の
方
に
「
万
病
回
春
」
由
来
の
処
方
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
本
書
の
病
門
全
体
の
構
成
が
「
万
病
回
春
」
に
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
『
古
今
方
彙
」
は
『
万
病
回
春
」

を
基
本
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。
「
古
今
方
彙
」
以
前
に
、
『
万
病

回
春
」
の
処
方
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
医
方
書
と
し
て
「
衆
方

規
矩
」
（
一
六
五
八
年
）
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
古
今

方
彙
」
の
成
立
に
は
「
衆
方
規
矩
」
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
両
書
の
内
容
は
近
似

し
な
が
ら
も
、
編
募
の
意
図
の
違
い
が
う
か
が
わ
れ
た
。
『
衆
方

規
矩
』
は
各
病
門
の
基
本
処
方
を
選
ぶ
と
い
う
立
前
か
ら
、
処

方
数
は
少
な
く
、
初
版
で
は
一
二
○
方
、
増
補
さ
れ
た
も
の
で

も
約
七
○
○
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、
『
古
今
方
彙
」
は
有
効
な
処

方
を
蒐
集
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
四
八
七
１
一
八
六
四
方

と
そ
の
数
が
多
い
。


